
令和８年度 取組予定 

 

施策の柱４ ハード・ソフト両面からのユニバーサルデザインの 

まちづくりを進める 

取組項目２ 誰もが社会参加しやすいまちをつくる 

 

 

［事業番号33］ユニバーサルデザインの理解の促進  

（適正利用の意識啓発） 

 

１ 事業内容 

  区役所本庁舎１階と２階を結ぶエスカレーター２基に、転倒事故を防ぎ、正

しい乗り方を周知する、ゆうどうマーク（ＵＤマーク）付き手すりシートを貼

付。また、壁面ポスターにて「エスカレーターは歩かずに立ち止まって乗る」

ことを周知している。 

まちのなかにある様々な設備について、安全な利用や適正な利用について理

解し、行動できるようにするため、区役所内のUDエスカレーターの利用につい

ての普及啓発を継続実施していく。 

 

２ 令和10年度末目標 

  適正利用についての意識啓発 

   

３ 令和８年度の取組 

令和８年６月 エスカレーター手すりのベルトステッカー張替 

       エスカレーターの手すりベルトへの有料広告の掲載 

  

【手すりベルトの工夫】 

・「エスカレーター止まって乗りたい人がいる」のメッセージ貼付 

  ・ねり丸のマークと有料広告を目印にした転倒防止 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

資料３－１  

 



  【理学療法士協会との取組】 

・ 令和８年８月に２階通路掲示版でエスカレーター利用に関する啓発ポスター
「エスカレーターは立ち止まって乗るのがマナーです」を掲示し、エスカレ

ーターの適正な利用についての普及啓発を行う予定。 

 

４ その他の取組 

ユニバーサルデザイン体験教室や地域講座においての理解促進 

【令和７年度実績】 

・ユニバーサルデザインの体験教室の開催 22校 

・ユニバーサルデザインの地域講座の開催 ８回 

 


